
遮水壁設置計画概要 

 

１.計画概要 

 １～４号機建屋内滞留水が地下水に流出しないよう万全を期しているが、滞留水が地

下水に流出した場合でも、海洋汚染を拡大させないように、１～４号機の既設護岸の前

面に十分な遮水性を有する鋼管矢板による遮水壁を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全景図 断面図 

 

２.概略工程 

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

準備工・仮設工

〔港内側〕

先行削孔・鋼管矢板打設

埋立工

〔港外側〕

基礎マウンド・消波工設置

埋立工

先行削孔・鋼管矢板打設

平成２４年 平成２５年 平成２６年
工種

▼公有水面埋立免許交付
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図１ 海側遮水壁計画図 

施工延長：約780m 

設置本数：約600本

鋼管矢板の仕様 

・直径：1,100～1,200mm

・長さ：約18～27m 

・厚さ：12～22mm 
埋立面積：約１.4万 m2 

埋立土量：約6万 m3 


